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第１章　計画策定にあたって

第１節　はじめに

小平町（以下「本町」という。）は、日本海に面した北海道の北西部に位置し、

東西約３４km、南北約３２kmで面積６２７.２９㎞2の広さを有しています。●●

地勢は、海岸部は段丘地帯であり、二級河川・小平蘂川をはじめとする大小の

河川及び支流の流域は肥沃な平坦地で農耕に適した土地であります。そのほかの大

部分は天塩山脈の山岳丘陵で、町域の９３％は林野が占めています。●●●●●

気候は、北海道西海岸特有の海岸性気候で、冬期間は風雪を伴う季節風がかなり

正処理され、そのほかの農村地域や山間地域の生活排水の大部分は未処理のまま道

路側溝等に放流されており、河川の水質汚濁や河川を通じての海域汚染が指摘され

ています。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

こうしたことから、計画的に生活排水処理対策を行うことを基本と考え、将来に

向けての基本方針や目標を定め、生活排水の処理を計画的に進めていくものです。

快適な生活環境の確保、公衆衛生の向上、河川水域の水質保全の観点と若者定住と

現在、生活排水は小平・臼谷市街地、鬼鹿市街地で公共下水道の整備が終了し適

いった地域づくりの観点からも極めて重要な課題であると位置づけています。●●

強い反面、夏期は比較的温暖な気候に恵まれています。また、年間総降水量は１０

年間の平均で1,６１５mmを記録する地域であり、昭和４６年に特別豪雪地帯に

指定されています。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

本町の令和５年度末現在人口は２，７３３人、世帯数１，５１２世帯となってお

り、１０年前よりおよそ１８％減少しています。●●●●●●●●●●●●●●●

をすすめており、公共下水道や合併処理浄化槽による水洗化の普及促進は、健康で

本町は、平成３０年に策定した「第６次小平町総合計画」に基づいたまちづくり

小平町の位置

－1－



第２節　計画の位置付け・構成

及び清掃に関する法律施行規則」（昭和46年厚生省令第35号）第１条の３に規定

の生活排水処理対策における長期的・総合的な指針となるものです。●●●●●●

「小平町生活排水処理基本計画」（以下「本計画」という）は、「廃棄物の処理

及び清掃に関する法律」（昭和45年法律第137号）第１項及び「廃棄物の処理

する一般廃棄物処理基本計画のうちの生活排水処理基本計画として策定するものと

し、本町における上位計画である「小平町第６次総合計画」と整合性を図り、今後

本計画の位置付けについて下記に示します。●●●●●●●●●●●●●●●●●

廃棄物の処理及び

小平町第６次総合計画

一般廃棄物処理基本計画

（ごみ処理基本計画※1、生活排水処理基本計画）

※1本町の可燃ごみ等の最終処分を行う留萌南部衛生組合が、

組合を構成する本町を含む1市2町に係る計画を定めています。

－2－



第２章　生活排水処理の基本方針

第１節　生活排水処理に係る理念、目標

第２節　生活排水処理施設整備の基本方針

①　下水道計画区域では公共下水道により生活排水の適正処理を進め

　ます。

②　小規模集落または集落の形態をなしていない分散して立地してい

　る家屋については下水道計画区域外とし、合併処理浄化槽の普及に

　努め、生活排水の適正処理を進めます。

③　単独処理浄化槽及び汲取便槽を設置している家屋は、生活雑排水

　処理を進めるため、個別の状況を勘案しつつ合併処理浄化槽への転

　換促進を図ります。

第３節　計画の目標年度

の計画とします。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

なお、計画期間内であっても諸条件に大きな変動のあった場合においては、適宜

見直しを行うものとします。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

の適正利用に関する普及啓発とともに、生活排水の処理施設を逐次整備していくこ

ととしますが、生活排水処理施設整備の基本方針を次のとおり定めます。●●●

本計画は、令和７年度を初年度とし、令和１６年度を最終目標年度とする１０年

啓発を行うとともに、河川水域の保全、基幹産業である農漁業の発展と観光対策の

町民の生活環境及び公衆衛生の向上を図るため、生活排水対策の必要性について

観点からも、生活排水の適正処理を目指します。●●●●●●●●●●●●●●●

原則的に本町全域を生活排水処理地域と設定し、生活排水対策の基本として、水

－3－



第３章　生活排水の排出の状況

第１節　生活排水処理の現状

表　処理形態別人口（小平町全体）の推移

１ 計画処理区域内人口

(１)合併処理浄化槽

(２)下　　水　　道

５ 計画処理区域外人口

（各年度年度末時点）

第２節　生活排水の処理主体

表　生活排水の処理主体

（１）公共下水道  し尿及び生活雑排水

（２）合併処理浄化槽  し尿及び生活雑排水

（３）単独処理浄化槽  し尿

処理施設の種類 対象となる生活排水の種類 処理主体

0 0

763 683 663

0

本町における生活排水の処理主体は、次表のとおりです。●●●●●●●●●●

51

0

1,912 1,907 1,858

0

166

49

894 837
４非水洗化人口
　（汲取便槽）

52

本町における生活排水の排出状況は次表のとおりであり、令和５年度において

処理がなされています。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

下水道については、小平処理区(小平地区、臼谷地区)及び鬼鹿処理区(鬼鹿地区)

２水洗化・生活雑排水
　処理人口

３水洗化・生活雑排水
　未処理人口（単独処
　理浄化槽）

2,111 2,089

令和3年度 令和4年度

66

小平町

個人等

個人等

184

45

163

1,927 1,924

165

計画処理区域内人口２，７３３人のうち、２，０１４人については生活排水の適正

2,073

を下水道計画区域とし、平成７年度より国庫補助事業（特定環境保全公共下水道整

備事業）として整備を進め、平成１２年度から小平処理区の一部で供用を開始し、

平成１９年度には鬼鹿処理区の整備も完了し、全面供用を開始しています。●●●

167

令和2年度

2,978

2,079

令和5年度令和元年度

3,071

2,021

2,887 2,807 2,733

－4－



第４章　生活排水処理基本計画

第１節　生活排水の処理計画

１．処理目標

ア　生活排水の処理の目標

イ　人口の内訳

　１　行政区域内人口 人 人

　２　計画処理区域内人口 人 人

　３　水洗化・生活雑排水処理人口 人 人

ウ　生活排水の処理形態別内訳 （単位：人）

１計画処理区域内人口

２水洗化・生活雑排水処理人口

（１）合併処理浄化槽

（２）下水道

３水洗化・生活雑排水未処理人口

（単独処理浄化槽）

４非水洗化人口（汲取便槽）

５計画処理区域外人口

２．生活排水を処理する区域

定めました。

しました。

　これらに基づき、処理施設区域の状況を図面で示します。 （別紙図面）

0 0

663

1,833

279

163

1,616

38

1,858

217

2,733

49

2,021

（基準年度）

令和１６年度（2034年度）

2,733

2,733

2,150

2,021

2,150

令和５年度（2023年度）

（目標年度）

（基準年度）

令和１６年度（2034年度）

2,150

1,833

令和１６年度（2034年度）

％ 85.3 ％

（目標年度）
令和５年度（2023年度）

本町が、公共下水道、合併処理浄化槽を整備していく地域について、公共下水

道整備計画、地区の特性、周辺環境、公共水域の保全、地区の要望等を考慮して

すでに整備された地区及び計画が定められた地区は、その計画どおりと

小平町の生活排水処理については、基本理念及び基本方針に基づき下記の目標

のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとします。●●●●●●●

（基準年度） （目標年度）

生活排水処理率

令和５年度（2023年度）

73.9
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第２節　し尿・汚泥の処理計画

１．現況

２．し尿・汚泥の排出状況

年度

項目

kl/年

kl/日(365)

kl/年

kl/日(365)

kl/年

kl/日(365)

(注)それぞれの原単位は、平成１６年度の実績から、汲み取りし尿2.03㍑／人･日、浄化槽汚泥

　　5.03㍑／人･日とした。

３．し尿・汚泥の処理計画

662

1,386 1,465

し　尿

浄化槽
汚　泥

合計
4.1

1,492 1,317

2.3 2.0

1.6

3.8 4.0

2.3

3.6

836844

2.1 2.3

1.8

2.7

1,351 1,227

3.7 3.4

830 718

1.7

969

515 258

1.4 0.7

762

1.7

599

令和4年度
目標年度

(令和16年度)
令和5年度

624 621

令和2年度 令和3年度

約６１.９％を占めています。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

本町のし尿の収集・運搬については町委託業者が行っており、浄化槽汚泥の収

集・運搬については町委託業者が浄化槽清掃業と併せて実施しています。●●●

この施設は、昭和５４年度竣工の嫌気性消化・活性汚泥法による計画処理能力

８０kl／日の施設であり、そのうち浄化槽汚泥の投入量が令和５年度の実績で

また、本町のし尿処理及び浄化槽汚泥は、全量を留萌南部衛生組合（１市２町

の一部組合）のし尿処理施設で処理しています。●●●●●●●●●●●●●●

なお、し尿処理施設の老朽化が著しいため、留萌浄化センターで共同処理

を行う予定です。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

し尿・汚泥の収集、運搬、最終処分については、現在の形態で実施するものと

します。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

況は、次表のとおりです。

し尿・汚泥の最終処分については、し尿処理施設で脱水処理後、農地還元して

おり、し渣については乾燥処理した後、１市２町の一般廃棄物最終処分場で埋立

処分しています。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

｢５（１）①ウ 生活排水の処理形態別内訳」に基づいたし尿・汚泥の排出状

令和元年度

－6－



第３節　広報・啓発

理等指導の強化を図ります。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

生活排水対策の必要性、浄化槽管理の重要性等について町民に周知を図るた

め、定期的な広報・啓発活動を実施します。●●●●●●●●●●●●●●●●

また、浄化槽については定期的な保守点検、清掃及び定期検査について、広報

等を通じてその徹底に努めるとともに、関係業者との連携を高めて適正な維持管

－7－


